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彦
根
市
で
は
、彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

保
留
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。一
般
競
争
入

札
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
表
さ
れ
た
予
定
価
格
以
上
で
、
最

も
高
い
価
格
を
つ
け
た
個
人
、ま
た
は
法
人
に
売
却
す
る

方
法
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

売
払
物
件　

左
の
表
の
と
お
り

実
施
案
内
書
・
参
加
申
込
用
紙
の
配
布

配
布
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
同
20
日
㈮

配
布
場
所　

市
街
地
整
備
課
、
支
所
、

各
出
張
所

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

参
加
申
込
書
の
提
出

　

申
込
書
・
誓
約
書
を

市
街
地
整
備
課

ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
簡
易
書
留
で

郵
送
（
１
月
20
日
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
同
20
日
㈮

必
着

入
札
日
時
・
場
所

　

入
札
日
時
は
上
の
表
の
と
お
り
。
入
札

場
所
は
、
い
ず
れ
も
２
Ａ
会
議
室
（
市

役
所
別
館
２
階
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備

課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
元
町
４-

２
）

☎
30-

６
１
２
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２

１
１
番
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東
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整
理
事
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保
留
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

　

保
留
地
と
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出
し

た
土
地
で
す
。
そ
の
売
却
収
入
は

土
地
区
画
整
理
事
業
の
財
源
の
一

部
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
留
地

は
換
地
処
分
の
公
告
の
日
の
翌
日

ま
で
登
記
簿
が
作
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
彦
根
市
で
保
留
地
権
利

登
録
台
帳
を
作
成
し
て
保
管
し
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

保
育
人
材
バ
ン
ク
で
は
登
録
者
を
対
象

に
、
県
内
の
保
育
施
設
で
働
き
た
い
人
に

仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
材
バ

ン
ク
へ
の
登
録
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・

調
理
師
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を
持
っ
て
い

る
人
、
現
在
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
や

将
来
就
職
を
考
え
て
い
る
人
も
、
こ
の
機

会
に
相
談
会
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
滋
賀
県
保
育
協
議

会　

保
育
人
材
バ
ン
ク
☎
０
７
７-

５

１
６-

９
０
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
１-

２
１
１
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

otoiawase@
shiga-hoikukyo.jp

保
育
人
材
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

○
10
月　

多
賀
ふ
る
さ
と
楽
市

　
（
多
賀
町
）

○
10
月　

愛
荘
66
か
ま
ど
祭

　
（
愛
荘
町
）

▼
湖
東
圏
域
自
転
車
ツ
ー
キ
ニ
ス

ト
（
通
勤
者
）
調
査

　

圏
域
の
自
転
車
通
勤
者
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
し
、
企
業
と
も
連

携
し
た
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ま
た
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

交
通
事
情
、
通
勤
体
験
談
、
自
転

車
通
勤
の
魅
力
や
関
連
情
報
を
掲

載
し
た
Ｐ
Ｒ
冊
子
を
３
月
中
に
作

成
す
る
予
定
で
す
。

▼
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ
更
新
版

の
発
行

　

平
成
22
年
度
に
作
成
し
た
バ
イ

コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
実

地
走
行
に
よ
る
情
報
収
集
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
反

映
さ
せ
た
更
新
版
を
３
月
中
に
発

行
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

　

ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
は
、
滋

賀
県
か
ら
圏
域
に
意
見
照
会
が

あ
り
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
滋
賀
県
か
ら
一
定

の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

圏
域
と
し
て
は
滋
賀
県
と
協

議
を
重
ね
、
ア
ク
セ
ス
道
路
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
整
備
さ
れ
る
県
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
あ
わ
せ
、
今
後

の
広
域
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
も
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
、
バ
イ

ク
（
自
転
車
）
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生

態
学
）
の
合
成
語
で
、
自
転
車
を

利
用
す
る
こ
と
で
大
気
汚
染
な

ど
の
公
害
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
ア
メ
リ
カ
の
市
民
運
動
が
は

じ
ま
り
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
利
点
を
持
つ
自

転
車
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
自

転
車
を
安
全
で
快
適
に
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、
自
然
豊
か
で
人
間
味
あ

ふ
れ
る
社
会
の
構
築
を
図
る
こ

と
が
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
で
す
。

　

圏
域
で
も
、
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
自
転
車
道
の
整
備

促
進
を
図
り
、
公
共
交
通
と
連

携
し
な
が
ら
環
境
に
や
さ
し
い
自

転
車
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況　

▼
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
イ
ベ
ン
ト

の
実
施

　

昨
年
、
圏
域
内
で
実
施
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
ブ
ー
ス
を
設
け
、
自

転
車
発
電
機
の
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
そ
の

ほ
か
に
、
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
マ
ッ
プ

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
展

示
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

○
７
月　

夏
ま
つ
り
（
甲
良
町
）

○
10
月　

元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

（
彦
根
市
）

彦
根
IC
か
ら
八
日
市
IC
の
ほ
ぼ

中
間
地
点
に
位
置
す
る
秦
荘
パ

ー
キ
ン
グ
を
活
用
し
、
国
道

３
０
７
号
に
ア
ク
セ
ス
す
る
も

の
で
す
。
中
日
本
高
速
道
路
㈱

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
と
滋
賀
県

が
平
成
25
年
度
末
を
完
成
目
標

と
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
滋
賀
県
施
工
分
は
、

国
道
３
０
７
号
か
ら
秦
荘
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
ま
で
の
取
り
付
け

部
（
上
図
手
前
の
Ｓ
字
形
状
の
部

分
）
に
つ
い
て
、
舗
装
を
残
し

道
路
形
態
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
施
工
分
は
、

名
神
本
線
接
続
部
の
下
り
車
線

へ
の
本
線
跨こ

道ど
う

橋き
ょ
う
の
下
部
工
事

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

　

滋
賀
県
で
平
成
22
年
度
、
ア

ク
セ
ス
道
路
の
ル
ー
ト
が
検
討

さ
れ
、
３
つ
の
ル
ー
ト
帯
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど

か
ら
高
速
道
路
の
本
線
に
ア
ク

セ
ス
（
接
続
）
で
き
る
よ
う
に
設

置
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
以
下
IC
）
で
す
。
通
行
可
能
な

車
両
を
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
た

車
両
に
限
定
し
て
い
る
IC
で
す
。

　

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
IC
は
、

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進

バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
の

 

促
進

▶
湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
図

▶
元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
で
の
自
転
車

発
電
機
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
自
転
車
を

こ
ぐ
参
加
者

国
道
３
０
７
号

名神高速道路

秦荘パーキング


